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Ａ．研究目的             
JNCDBの実運用すなわち全国的な診療、特に

治療の質の評価のためのデータ収集・分析を
行い、施設に還元する。さらに診療科DB（臓
器別がん登録）の標準化、院内、地域がん登
録とのデータ連携を進め、入力重複の現場負
担を軽減し、データの質向上を図る。特に臓
器別では、前立腺がんに対してデータ収集・
分析を行う。また他臓器がんについては、調
査内容について考察の上議論を行い、DB構築
作業に関わる。 
 
Ｂ．研究方法 
臓器別担当として、前立腺がんの放射線治

療の自体についてデータ収集・分析を行い、
泌尿器科医と議論しながら登録フォーマッ
トの入力項目を審議の上改定する。 
 
Ｃ．研究結果             
詳細な入力項目を有するデータベースであ

るが、一般臨床で用いるために入力項目の構
成を行った。がん診療の実態調査については
前立腺癌の症例数の急増、根治的、高精度的
治療の割合が増加していることが明らかに
なった。 
 
Ｄ．考察               
JNCDBの前立腺がん癌登録フォーマット入

力項目の見直しを行った。泌尿器科医師との
議論を重ね、相互の立場を尊重できるように
入力項目の調整を行う必要が見いだされた。
他がんについても同様の検討が必要である
と考えられた。 
前立腺癌に対する放射線治療の均てん化を

達成するために、標準的な治療方法を提案す
るとともに、施設間で標準治療を施行可能に
する環境を整えることが必要であると考え
られた。 
NCDBシステム構築のためには、他科の医師,

厚生労働省、各自治体、各施設の協力と準備
が必要であり、十分な資金と労力を要するが
がん対策基本法の支援により着実に作業が 

 
 
 

進められている。 
 

Ｅ．結論               
前立腺がん診療の構造・課程・結果を把

握するためのデータベースを構築する基板
整備を進めた。日本のがん診療の現状を調
査するのに適切なNCDBを早期に運用するこ
とが重要課題であり、泌尿器科、行政や各
病院の協力が欠かせない。今後、実際の入
力作業を啓蒙し活発化し、分析を進める必
要がある。 
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本邦における、全臓器のがん治療の放射線治療の現状について調査と分析を行

い、特に前立腺がんにおける診療の構造（医療従事者、設備）および診療課程の実
態を把握してがん治療の質的評価をするためのデータベースJNCDBの基本フォ
ーマットを作成した。また症例登録について関係諸科のリーダーと議論した。 


